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令和５年度国際理解ワークショップ 進行シート 

 

令和 5年 08月 18日作成 

大 学 名：             新潟国際情報大学          

タイトル：       colorful worldｓ～大切なものを認め合おう～         

   ファシリテーター（グループ）： 杉本彩華 佐藤彰太 佐藤広明 今城光 白井伊吹 

 

１．本ワークショップに関連する SDGsの目標 

 

 

 

 

 

 

 

２：本ワークショップの要旨 

ヒンドゥー教徒が「牛を食べない」のは牛が神聖な動物であると信じているからだ。しかし、

時として、それを知ろうとしなければ、単なる「好き嫌い」にすぎないと勘違いしてしまう可

能性がある。そこで、本ワークショップでは、文化の背景にある個々人にとっての「宗教」に

ついて考える。様々な文化が入り混じる現代社会で自分らしく生きるために、１人１人の違い

には背景があることを理解し、違いを認める大切さを共に学びたい。 

 

 

３：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

宗教を通して、他人が大切にしているものや考え方を正しく理解したり、自身の行動を見つめなおし、

その理由を改めて参加者に考えてもらうことによって自己理解、他者理解、異文化理解を深めることを

目的とする。 

 

４：本トピックをとりあげる理由 

人間は宗教に限らず、他の人のことを誤解して理解していることが多々ある。私たちは誤解して理解し

ていることによって、無意識に決めつけて否定してしまうことを恐れている。現代社会は正しく他の人

の本質を理解しようと試みない他者理解の不足起こっていると私たちは考えた。一人一人違うことを理

解し、その人特徴までも楽しいと思えるようになれば、閉鎖的ではない異なる考え方、異なる宗教、異

なる人種などが入り混じる楽しいが溢れる多種多様な社会が構築できるのではないかと考えた。 
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５：活動過程   （使用時間：   60分     参加人数：     12人  ） 

 

過 程 

(所要時間) 
活動内容 

具体的な発問・ 

説明・動きなど 
ねらい 

使用する 

教材・備品 

予想される反

応、その他注

意事項 

導 入 :起 

（14分） 

 

集合 

(1 分) 

 

 

 

 

 

挨拶(1 分) 

 

目的提示 

今日の流れ 

(1 分) 

 

アイディアリ

レー(11 分) 

説明（1 分） 

（1 回戦：5分） 

*（2 回戦：5 分） 

 

(集まったところか

らチーム内で軽く自

己紹介、名札に読ん

でほしい名前を読め

るように書く) 

 

 

 

 

 

 

 

 

お題に沿ったもの

をリレー形式で書

いていく 

 パソコン 

USB 

ポインター 

タイマー 

ベル 

バインダー 

名札シール 

 

 

 

 

 

 

紙 

ペン 

呼ばれたい名前

をひらがなで書

いてもらう。全グ

ループが書き終

わり次第始める

ので、早急に書

いてもらう 

 

 

 

 

 

 

お題 

1 回戦「家にあ

るもの」 

2回戦「宝物」 
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展 開 ：承 

（17分） 

結婚劇（17分） 

劇(10分) 

解説（5分） 

 

 

違いについて

話し合っても

らう（2分） 

 

「結婚式で何を食

べるのか」「何を着

るのか」について劇

を行い、解説をする 

 

参加者同士で、どん

な違いがあったか

話し合ってもらう 

他の人に教え

てあげること

で他者理解に

つながる。 

自身と異なる

宗教を知るこ

とができるの

で異文化理解

につながる。 

 動画で見せる  

発展 ：転 

（23分） 

ホームパーテ

ィを考えよう

(23分） 

説明（3分） 

考える(15分) 

共有(5分) 

様々な宗教の人で、

ホームパーティを

開催する、その内容

を考えてみる 

自身とは異な

る考え方を持

つ人に対して

自分はどのよ

うな行動をと

るのか考えて

みる 

個 人 の ル

ー ル が 書

かれた紙 

HP の項目

が 書 か れ

た紙 

ペン 
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まとめ ：結 

（3分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予備（3分） 

まとめ 

*(3分) 

 

ワークショップの

内容をまとめ、ワー

クショップを通し

て伝えたいことを

話す 

 

ワークショッ

プを通して、

私たちが伝え

たいことを言

葉にして、最

後に参加者に

知ってもらう 

 

  

 

６：会場のセッティング（対面の場合のみ） 

：ファシリテーター 

  ：参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

７：使用する教材 

パソコン、USB、ポインター、タイマー、ベル、バインダー、名札シール、ペン、 

ポストイット、模造紙、行動理由ゲームの紙（2 種） 

 

 

８：参考にした資料 

イスラム教で禁止されていることは？【偶像崇拝・多神教・自殺・他殺・豚肉・酒ほか】 - ふじよ MEMO 

(f-tsunemi.com)（最終閲覧日：2023/06/18） 

子どもに「宗教って何？」と聞かれたら  | ProgrameiQ 公式ブログ (iot-makers.co.jp)（最終閲覧日：

2023/06/18） 

スクリーン 

 

https://www.f-tsunemi.com/blog/realislam/2187/
https://www.f-tsunemi.com/blog/realislam/2187/
https://www.iot-makers.co.jp/blog/column/4717/

